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１ 研究の概要 

再生可能エネルギーをはじめとするクリーンエネルギーを高い割合で導入するには，化石燃料を

使用するガソリン自動車を電気自動車に大規模転換する必要がある。本事業ではこれを実現しう

る，高性能リチウムイオン全固体電池の実現に向け，X線CT装置を用いた3次元内部構造観察と，

それに基づいたシミュレーションを行い，全固体リチウムイオン二次電池の高性能化にあたって解

決すべき課題の抽出と解決方法の指針を得る。 

 

２ 研究の目的と背景 

化石資源の有効利用とCO2排出量の削減の観点から，石油燃料からの脱却が求められている。

特に石油消費で大きな割合を示すガソリン自動車について，電気自動車(EV)への転換は喫緊に

実現すべき社会的課題である。既存のEVの航続可能距離はバッテリー容量のから400km程度で

あり，ガソリン自動車の航続可能距離800kmと比較して十分とはいえない。エネルギー補給につ

いても，ガソリン自動車は10分程度だが，EVでは高速充電の限界から30分～1時間以上要する。

つまりEVへの転換にはバッテリー性能の向上が必須である。本事業では，自動車用大容量・高速

充放電可能な全固体リチウムイオン二次電池の高性能化の指針を得ることを目的として全固体

電池電極層内部構造の微細構造3次元CT撮影の実現とCT撮影結果を用いた電極層内の電磁界

シミュレーション手法の確立を行う． 

 

３ 研究内容 

（１）固体電池電極層のX線CT撮影実験研究 

（２）全固体電池電極層内シミュレーション研究 

（３）高性能電極に求められる内部構造の提案 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

X線CTスキャンによる加圧条件下の全固体電池内構造観察とそれを基にしたコンピューターシ

ミュレーションを行う本事業の発展として２つ挙げられる。１点目は構築した内部３次元構造観察

手法の高度化であり，これにより全固体電池内部現象の解明に飛躍が期待できる。２点目として，

CTスキャン結果を用いたシミュレーションにより得られる高性能化の指針をベースとした全固体電

池の改良による全固体電池の蓄電・充放電性能の高性能化であり，これにより電気自動車の発

展が期待できる。 

 



５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 これまでエネルギー問題を解決する手段として，次世代大型発電機における超音速流-プラズ

マ反応-電磁気の連成問題について取り組んできた．今回の研究では対象とするのは電池であり，

大きく異なるが，同じくエネルギー問題を解決する手段であり，また内部現象はイオン伝導-構造

の連成問題である．全く異なる対象を連成問題という同じ視点で眺めることでエネルギー変換なら

びに貯蔵への新しい視点を導入する研究である． 
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７ 補助事業に係る成果物 

なし 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 東京工業大学工学院 （トウキョウコウギョウダイガク コウガクイン） 

住    所： 〒152－8550 

東京都目黒区大岡山2－12－1東京工業大学NE-8 

担  当  者： 助教 兒玉学 （コダマ マナブ） 
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